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総合医療相談室

地域包括ケア～ときどき入院ほぼ在宅～

2025年を目前に控え、高齢者が入院を契機に生活が変化することや、一つの医療
機関で支えるのではなく地域の医療機関や介護施設全体で支えていることを地域
住民の方へわかりやすく伝えられないかをテーマに考えました。









画像診断部
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当院画像診断部で行っているIVRの紹介

最近当科で行っている割と珍しいIVRを紹介しました。今後も新たなIVRに挑戦し
ていく所存です。ご支援のほどよろしくお願いします。





耳鼻咽喉科

鼻血の疑問　チョコレートを食べると鼻血が出るってホントなの？

耳鼻科疾患として身近な、鼻出血を題材としてポスターを作成しました。
家庭でも落ち着いて対処いただけるよう、処置方法は目立つように工夫しました。
鼻出血の際は、座り、鼻翼を強く圧迫、鼻全体を冷やしましょう。
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脳神経外科

急性期脳梗塞についてのポスターを作成しました。症状から、診断方法、
血栓溶解療法や血栓回収療法について現段階での流れを説明しました。
特に治療については適応が徐々に拡大しており、なるべく最新の論文を用い
て包括的な内容になるよう作成しました。
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脳梗塞急性期治療の流れ



心臓血管外科

僧帽弁のトリビア

弁膜症の中で最も頻度の高い僧帽弁疾患について、僧帽弁の解剖から疾患と治療法、
日常生活での注意点までをマンダラシート風に作成しました。
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クリニカルパス委員会

医療の行程表 ”クリニカルパス”って何？

医療の質を向上させる取り組みには様々なものがありますが、クリニカルパスの
活用もその一つです。より良い医療を患者さんへ届けたいと願う、当院で働く
医療従事者の真心がポスター展を通して、地域の皆様へ伝わっていれば幸いです。











































編集後記 

 

2023 年 5月、新型コロナウイルス感染症が第５類に移行し、マスク着用や手指消毒など

の対策は継続されるものの、イベントや行事が再開され、人々の生活は徐々に以前の状態を

取り戻しつつあります。 

そんな中、第 14回ふれあいポスター展が開催されました。このポスター展は、これから

の医療や、今積極的に取り組んでいる看護など、人々の健康と命を守るために、医療従事者

が抱く思いをポスターという形で表現し、共有することを目的としたものです。 

ポスターは、伝えたいメッセージをシンプルで分かりやすく表現できる優れたコミュニ

ケーションツールであり、芸術性や創造性を存分に発揮できる表現方法でもあります。新型

コロナウイルス感染症が第５類に移行したことを受け、今年度からポスターを直接触って

楽しめる「しかけ」を再開することにしました。応募総数 47 作品（医局部門 14 作品、看

護部門 20 作品、コメディカル部門 9作品、チーム活動他部門４作品）に上り、いずれも独

自の趣向と工夫を凝らし内容もかなり充実しており、受診する患者様やそのご家族の興味

を大いに惹きつけました。外来受診などの合間に何度もじっくりと作品を鑑賞し、その内容

を十分に味わったことと思います。 

来年度も、「ポスターを作り、未来の JA 広島総合病院を創る」活動に御協力のほどよろ

しくお願いいたします。 

最後になりましたが、ふれあいポスター展のために日夜尽力していただいた教育研修課

およびアカデミック委員会の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

アカデミック委員会 

委員長 濱本正樹 
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山口 裕之  瀬尾 憲由  福岡 達仁  髙田 愛  河本 良美  村上 嘉章 
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